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比例することを確かめている. 第 5 茸は前章までの一連の実験の結果を総括し, 超硬工具の摩耗はまず工
具表面の Coが持ち去られたあとの凹凸に Feがすき間なく溶着し, ついで工具中の炭素が Fe中へ拡散
して工具材料の強度低下が起り工具を形成する炭化物が摩耗により持ち去られるという順序で進行するこ




の作用古宇ついて第 1編で明らかにした工具摩耗の理論に基づいて, 実験と理論解析を行なった もの で あ
る｡ まず第 1章においては, いわゆる快削添加物を形態によって分類し, 特に単体として混入される鉛,
硫化物を作る硫黄および酸化物として存在する Al, Si, Caの化合物の三者をとりあげている｡ 第2王封ま
鋼材中に添加された鉛の切削時における挙動をしらべると共にその工具摩耗に及ぼす作用を明らかにした
もので, 被削材中の鉛は切削時の高温によって溶融し工具面で潤滑作用をし, Feおよびその化合物が工
具表面に付着することを妨げること, 二次変形領域内で内部潤滑作用を行ない切削力を低下せ しめ る こ
と, ならびに切りくず内に応力集中を起して切りくずを折れやすくするなどの作用があることを明示して
いる｡ 第3茸は硫黄が添加された場合, 鋼材中に生ずる硫化マンガン (MnS)の切削時における挙動をし
らべたもので, 被削材中で MnSの他に Alや Siの介在物を含むときには切削中にMnSが媒体となっ
て Al, Siが付着層を作り, これが工具摩耗を防止することを明らかにしている｡ 一方高速度鋼工具にお










かにしている｡ 第 5 章は前章までにしらべた快削添加物の作用を総括し, 超硬工具の摩耗を抑制する機構









の長いこと, すなわちできるだけ工具を摩耗させにくい性質が重要である｡ この性質を解明す るた め に






イザーなどの装置によって観察し､ その結果工具表面に付着する A1, Mn, Siなどの元素が工具摩耗の
進行速度に大きな影響を持つことを確認し, 適当な付着物層が工具表面に存在することが摩耗の進行を妨











が, これら介在物の存在によって工具材種, 切削条件などの境界条件がみたされた場合は, 拡散を防止す
る有効な酸化物被膜が工具表面上に形成され, 著しく工具寿命を延ばすことを明らかにした｡
要するにこの研究は材料の被削性の本質を明らかにするために重要な因子である工具摩耗機構を明らか
にし, 生産性向上の方策の一つとして今後の快削材料の開発のために極めて有効な資料を与えるもので学
術上, 工業上寄与するところが少なくない｡ よって本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認
める｡
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